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　今年の作柄状況は、気温と日照時間が平年を上回ったこと
などから、穂数・全もみ数が多く「やや良」となる見通し。

朝日をバックにした五戸の美しい田園風景
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一
般
会
計
の
自
主
財
源
で
あ
る

町
税
や
繰
入
金
な
ど
は
23
・
９
％

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
や

町
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
76
・
１

％
を
占
め
、
町
財
政
の
多
く
が
国

や
県
か
ら
の
お
金（
交
付
税
・
支
出

金
・
交
付
金
）と
借
入
金（
町
債
）

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
人
件
費
や
公
債

費（
借
入
金
返
済
）な
ど
の
義
務
的

経
費
は
、
歳
出
全
体
の
39
・
７
％

を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
９
２
５

２
万
６
千
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

未
収
金（
滞
納
）総
額

２
億
５
４
４
２
万
円

　
令
和
元
年
度
末
の
不
納
欠
損
額

は
２
２
４
６
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
２
７
９
８
万
円
減
額
、
処
分
後

の
未
収
金
は
、
２
億
５
４
４
２
万

円
で
、
町
税
と
国
民
健
康
保
険
税

で
82
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

不
納
欠
損
処
分
と
は

　
債
務
者
が
死
亡
し
相
続

人
も
い
な
い
場
合
や
、
今

後
も
徴
収
の
見
込
み
が
た

た
な
い
場
合
、
そ
の
金
額

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

町
　
債

　
町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合
計

は
、
１
６
４
億
４
６
０
１
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
７
億
６
７
７
５
万
円
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２３．９％

（町税など）

依存財源
７６．１％

（地方交付税など）

令 和 元 年 度 決 算

「
借
入
金
町
民
一
人
当
た
り
97
万
円
」

基
　
金

　
一
方
、
貯
金
で
あ
る
基
金
合
計
は
、

49
億
５
３
０
６
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
４
億
１
４
８
０
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

「
貯
金  

町
民
一
人
当
た
り
29
万
円
」

その他
1146万円

0.1%

民生費
26億6082万円

29.5%

総務費
12億6653万円

14.0%

公債費
10億5421万円

11.7%

衛生費
13億6972万円

15.2%

教育費
9億5677万円

10.6%

消防費
3億8396万円

4.3%

土木費
7億2617万円

8.0%

農林水産業費
4億3710万円

4.8%

議会費
9894万円

1.1%

商工費
6710万円

0.7%

町税
14億2837万円

15.5%

自主財源
22億0120万円

23.9%

依存財源
69億9547万円

76.1%

地方交付税
42億1247万円

45.8%

国・県支出金
15億6641万円

17.0%

町債
7億5800万円

8.3%

地方消費税交付金
2億8677万円

3.1%

地方譲与税
1億2490万円

1.4% その他交付金
4692万円

0.5%
繰入金

3億5797万円
3.9%
その他

1億9047万円
2.1%

寄附金
8655万円

0.9%
使用料及び手数料

7420万円
0.8%

分担金及び負担金
6364万円

0.7%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

収　　入

26億2818万円

3億6403万円

歳　　出

支　　出

26億0499万円

5億7376万円

差　　引

1億1749万円 1億1679万円 70万円

差　　引

2319万円

△2億0973万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 平成30年度末 増減額
町税＊

放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占有料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

9398万円
2万円

281万円
173万円
124万円

2万円
275万円
881万円

△ 6万円＊２

1億5315万円
435万円
744万円
260万円
662万円
104万円

8584万円
5万円

289万円
157万円

0万円
238万円
248万円
918万円
93万円

1億3034万円
436万円
766万円
261万円
638万円
84万円

令和元年度末
8431万円

15万円
275万円
131万円

1万円
524万円
245万円
961万円
91万円

1億2608万円
340万円
814万円
253万円
668万円
85万円

△ 153万円
10万円

△ 14万円
△ 26万円

1万円
286万円
△ 3万円

43万円
△ 2万円

△ 426万円
△ 96万円

48万円
△ 8万円

30万円
1万円

一般会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
五戸町病院事業会計

会　　計　　名 令和元年度末
109億3759万円
25億2770万円
6億2243万円
1億7595万円

21億8234万円

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

ふるさと納税寄附金基金

森林環境譲与税基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

農業集落排水事業減債基金

ケーブルテレビ事業基金

令和元年度末

21億3654万円

6億7445万円

1億4577万円

57万円

182万円

2億0043万円

35万円

91万円

145万円

2094万円

626万円

合　　　　　計

令和元年度末

10億0842万円

355万円

9511万円

8047万円

474万円

3億1492万円

509万円

1億8773万円

2534万円

228万円

3592万円

49億5306万円

合　　　計 164億4601万円
町民１人当たり 97万円

合　　計 2億5751万円 2億5442万円 △ 309万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

9640万円

1468万円

3344万円

91億9667万円

4億5229万円

21億6356万円

24億3268万円

3億5402万円

9456万円

1440万円

3197万円

90億3278万円

4億4943万円

21億4158万円

22億7999万円

3億5065万円

184万円

28万円

147万円

1億6389万円

286万円

2198万円

1億5269万円

337万円
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町
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町
財
政
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
合
計

は
、
１
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６
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万
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年
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て
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６
７
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万
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令
和
元
年
度
決
算
状
況

＜財 源 構 成＞
自主財源
２３．９％

（町税など）

依存財源
７６．１％

（地方交付税など）

令 和 元 年 度 決 算

「
借
入
金
町
民
一
人
当
た
り
97
万
円
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基
　
金
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、
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あ
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金
合
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49
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０
６
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年
度
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４
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０
万
円
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額
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し
た
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貯
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町
民
一
人
当
た
り
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万
円
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その他
1146万円

0.1%

民生費
26億6082万円

29.5%

総務費
12億6653万円

14.0%

公債費
10億5421万円

11.7%

衛生費
13億6972万円

15.2%

教育費
9億5677万円

10.6%

消防費
3億8396万円

4.3%

土木費
7億2617万円

8.0%

農林水産業費
4億3710万円

4.8%

議会費
9894万円

1.1%

商工費
6710万円

0.7%

町税
14億2837万円

15.5%

自主財源
22億0120万円

23.9%

依存財源
69億9547万円

76.1%

地方交付税
42億1247万円

45.8%

国・県支出金
15億6641万円

17.0%

町債
7億5800万円

8.3%

地方消費税交付金
2億8677万円

3.1%

地方譲与税
1億2490万円

1.4% その他交付金
4692万円

0.5%
繰入金

3億5797万円
3.9%
その他

1億9047万円
2.1%

寄附金
8655万円

0.9%
使用料及び手数料

7420万円
0.8%

分担金及び負担金
6364万円

0.7%

歳　出歳　入

会　計　名

一　般　会　計

特

別

会

計

後期高齢者医療

国民健康保険

介護保険

下水道事業

農業集落排水処理
施設事業

簡易水道事業

住宅用地造成事業等

ケーブルテレビ事業

病 院 事 業 会 計

収益的収支

資本的収支

歳　　入

収　　入

26億2818万円

3億6403万円

歳　　出

支　　出

26億0499万円

5億7376万円

差　　引

1億1749万円 1億1679万円 70万円

差　　引

2319万円

△2億0973万円

一　般　会　計　決　算

区　　分 平成30年度末 増減額
町税＊

放課後児童クラブ保護者負担金
給食費保護者負担金
ブドロク放牧場使用料
道路占有料
町営住宅使用料及び共益費
土地貸付料（五戸台地分）
奨学資金償還金
後期高齢者医療保険料
国民健康保険税
介護保険料
下水道受益者負担金・使用料
農業集落排水分担金・使用料
簡易水道使用料
ケーブルテレビ負担金・利用料

9398万円
2万円

281万円
173万円
124万円

2万円
275万円
881万円

△ 6万円＊２

1億5315万円
435万円
744万円
260万円
662万円
104万円

8584万円
5万円

289万円
157万円

0万円
238万円
248万円
918万円
93万円

1億3034万円
436万円
766万円
261万円
638万円
84万円

令和元年度末
8431万円

15万円
275万円
131万円

1万円
524万円
245万円
961万円
91万円

1億2608万円
340万円
814万円
253万円
668万円
85万円

△ 153万円
10万円

△ 14万円
△ 26万円

1万円
286万円
△ 3万円

43万円
△ 2万円

△ 426万円
△ 96万円

48万円
△ 8万円

30万円
1万円

一般会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
五戸町病院事業会計

会　　計　　名 令和元年度末
109億3759万円
25億2770万円
6億2243万円
1億7595万円

21億8234万円

基　　金　　名 基　　金　　名

財政調整基金

減債基金（地方債償還のための積立）

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

江渡恭助人材育成基金

人材育成基金

肉用牛一貫経営支援基金

地域振興基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

過疎地域自立促進特別事業基金

ふるさと納税寄附金基金

森林環境譲与税基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

下水道整備基金

農業集落排水事業減債基金

ケーブルテレビ事業基金

令和元年度末

21億3654万円

6億7445万円

1億4577万円

57万円

182万円

2億0043万円

35万円

91万円

145万円

2094万円

626万円

合　　　　　計

令和元年度末

10億0842万円

355万円

9511万円

8047万円

474万円

3億1492万円

509万円

1億8773万円

2534万円

228万円

3592万円

49億5306万円

合　　　計 164億4601万円
町民１人当たり 97万円

合　　計 2億5751万円 2億5442万円 △ 309万円

町税等の未収金の状況

各会計の決算状況

町債（借入金）の状況

基 金（積立金）の 状 況

＊町税は、町民税・固定資産税・軽自動車税の合計額
※翌年度繰越分及び未還付額は除く

※現金・貸付金の額（動産・不動産は含まない） 

9640万円

1468万円

3344万円

91億9667万円

4億5229万円

21億6356万円

24億3268万円

3億5402万円

9456万円

1440万円

3197万円

90億3278万円

4億4943万円

21億4158万円

22億7999万円

3億5065万円

184万円

28万円

147万円

1億6389万円

286万円

2198万円

1億5269万円

337万円



⑤ ごのへ議会だより 第37号 ごのへ議会だより 第37号 ④

ふる た みつ お

古田　陸夫 委員長

問
大
沢
義
之
委
員

　
こ
の
税
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
令
和
元
年
度
は
、
基
金
の

方
に
全
額
積
み
立
て
し
て
い

る
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
今
後
町
有
林
を
ど
の
よ
う

に
扱
っ
て
い
く
の
か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
樹
齢
が
経
っ
て
い
る
の

で
、
間
伐
し
て
計
画
的
に
随

時
販
売
し
て
い
き
た
い
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
指
定
管
理
料
の
決
算
額
だ

け
で
は
、
入
浴
料
な
ど
の
事

業
収
入
の
内
訳
が
分
か
ら
な

い
。
補
足
資
料
等
で
明
記
す

る
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
旧
倉
石
村
民
に
対

し
て
の
み
入
浴
料
の
割
引
や

バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
、
町
の

税
金
で
運
営
費
が
賄
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
公

平
で
は
な
い
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
現
在

倉
石
温
泉
運
営
事
業
検
討
委

員
会
で
審
議
し
て
い
る
の

で
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
ど
う
い
う
目
的
で
こ
の
負

担
金
を
支
出
し
て
い
る
の

か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
五
戸
町
と
新
郷
村
と
で
合

同
で
運
営
し
て
い
る
協
議
会

の
た
め
負
担
金
を
支
出
し
て

お
り
、
肉
用
牛
を
審
査
し
て

い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
前
述
の
新
郷
村
畜
産
推
進

協
議
会
負
担
金
と
の
違
い

は
。

答
中
村
農
林
課
長

　
こ
ち
ら
の
協
議
会
は
、
枝

肉
と
な
っ
た
も
の
を
審
査
し

て
お
り
、
資
質
の
向
上
や
銘

柄
の
発
展
等
を
目
的
に
負
担

金
を
支
出
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
ど
の
よ
う
な
内
容
の
研
修

が
行
わ
れ
た
の
か
詳
細
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
石
田
総
務
課
長

　
昨
年
女
性
消
防
隊
が
、
横

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し

た
。
こ
の
出
場
と
選
手
応
援

の
た
め
、
㈱
み
ち
の
り
ト
ラ

ベ
ル
東
北
八
戸
支
店
に
そ
の

手
配
等
を
委
託
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
そ
の
応
援
も
兼
ね
な
が

ら
、
他
自
治
体
の
消
防
団
統

合
事
例
に
関
す
る
研
修
も
行

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

消
防
団
の
統
合
の
進
捗
状
況

を
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
石
田
総
務
課
長

　
２
回
行
わ
れ
た
消
防
団
統

合
の
会
議
の
う
ち
、
１
回
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

ま
だ
ま
だ
統
合
に
向
け
た
話

し
合
い
は
進
ま
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。

　
た
だ
し
、
浅
水
、
豊
川
及

び
蛯
川
地
区
の
３
分
団
に
つ

い
て
は
、
統
合
を
前
に
進
め

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た

め
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
一

緒
に
活
動
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
ち
ら
に
つ
い
て
の
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。

答
志
村
教
育
課
長

　
登
下
校
時
の
安
全
対
策
と

し
て
、
通
学
路
の
街
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
令
和
５
年
度

ま
で
の
５
か
年
に
計
画
を
分

け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

度
は
五
戸
ド
ー
ム
周
辺
の
工

事
を
実
施
し
た
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
そ
の
電
気
料
は
ど
こ
が
負

担
す
る
の
か
。

答
志
村
教
育
課
長

　
こ
の
工
事
に
伴
う
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
電
気
料
は
、
教
育
委
員

会
で
負
担
す
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
２
年
３
月
に
長
寿
命

化
計
画
が
策
定
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
我
々
議
員
も
五

戸
町
の
教
育
施
設
の
あ
り
方

を
共
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。
策
定
さ
れ

た
計
画
を
開
示
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
当
然
こ
れ
は
開
示
し
て
説

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
の
町
の

財
政
計
画
も
勘
案
し
て
公
表

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
も

う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
は
、
図
書
館
関
係
だ
け

な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
現
在

稼
働
し
て
い
な
い
木
村
秀
政

ホ
ー
ル
関
係
も
含
め
た
委
託

料
な
の
か
。

答
志
村
教
育
課
長

　
こ
の
委
託
料
に
は
木
村
秀

政
ホ
ー
ル
の
も
の
は
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
図
書
館
の
貸
し

出
し
シ
ス
テ
ム
の
委
託
料
と

な
っ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
看
護
師
不
足
に
よ
る
入
院

病
床
の
休
床
が
、
事
業
収
益

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
あ
と
何

人
い
れ
ば
休
床
に
な
っ
た
病

床
を
復
活
で
き
る
の
か
。

答
松
坂
総
合
病
院
事
務
局
長

　
長
期
休
暇
を
取
得
し
て
い

る
看
護
師
も
い
る
こ
と
か

ら
、
明
確
に
何
人
と
い
う
の

は
積
算
す
る
の
は
難
し
い

が
、
最
低
で
も
10
名
ぐ
ら
い

は
必
要
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
医
師
、
薬
剤
師
及
び
看
護

師
不
足
解
消
の
た
め
に
、
学

生
の
段
階
か
ら
支
援
す
る
取

り
組
み
の
考
え
は
な
い
か
。

答
若
宮
町
長

　
人
口
減
少
の
中
に
お
い

て
、
長
い
ス
パ
ン
で
医
師
、

薬
剤
師
及
び
看
護
師
を
育
て

な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
医
療

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
寄
附
金
総
額
と
受
け
入
れ

た
件
数
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
　
寄
附
金
総
額
は
８
５
２

０
万
８
千
円
で
、
受
け
入
れ

た
件
数
は
６
４
７
１
件
で
あ

る
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
こ
の
寄
附
金
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
寄
附
さ
れ

た
方
に
対
し
て
そ
の
報
告
を

し
て
い
る
の
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
寄
附
金
の
使
途
は
左
の
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
こ

れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
旨
を
文
書
に
て
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
こ
の
財
源
は
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
国
の
指
示

で
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国

か
ら
の
補
助
等
は
あ
る
か
。

答
髙
嶋
福
祉
課
長

　
国
等
か
ら
の
補
助
は
無

く
、
一
般
財
源
と
な
っ
て
い

る
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
こ
の
補
助
金
が
適
正
に
使

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
町
で

監
査
等
は
し
て
い
る
か
。

答
髙
嶋
福
祉
課
長

　
監
査
に
つ
い
て
は
、
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
。

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

一
般
会
計
歳
入

五戸町社会福祉協議会五戸総合病院

一
般
会
計
歳
出

【
民
生
費
】

病
院
事
業
会
計

【
消
防
費
】

【
教
育
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

決 算 特 別 委 員 会
　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：古田陸夫議員、副委員長：大久保和夫議員）を設置
し、令和元年度の一般会計決算、特別会計決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

森
林
環
境
譲
与
税

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

倉
石
温
泉
指
定
管
理
料

町
社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金

新
郷
村
畜
産
推
進

協
議
会
負
担
金

あ
お
も
り
倉
石
牛
銘
柄

推
進
協
議
会
負
担
金

消
防
団
視
察
研
修
業
務

委
託
料

通
学
路
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
費

文
化
教
育
系
施
設
長
寿
命
化

計
画
策
定
業
務
委
託
料

歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
保
守

点
検
業
務
委
託
料

寄附金使途

①しごと

　：産業･雇用対策

②ひと

　：移住・定住促進対策
③ひと

　：少子化対策

④まち

　：地域づくり・地域間
　　連携対策

合　　計

※50万円以下の事業については、その他事業として一括で記載している。
※寄附金は、寄附をいただいた翌年度の事業の財源に充当している。
　未充当分については、さらに翌年度以降に繰り越して活用する。

寄附金活用事業

ものづくり支援事業

観光振興整備事業

特別保証制度保証料補助事業

その他１事業

移住促進・支援事業

子育てアパート等入居費助成事業

総務管理費（五戸町防犯灯・商店街街路灯電気料金補助金）

行政連絡員謝礼

五戸町省エネルギー型防犯灯設置補助金

五戸町自治会施設整備費補助金

豊間内地区コミュニティセンター管理費

倉石コミュニティセンター管理費

東京五戸会促進事業

五戸町まち・ひと・しごと創生会議等事業

地域づくり事業

石沢駒踊伝承館管理費

放課後子ども教室推進事業

町民運動会

その他７事業

金額（円）

　290万円

62万6千円

500万円

16万5千円

217万3千円

483万5千円

343万7千円

300万6千円

122万8千円

652万3千円

126万2千円

295万円

　65万円

109万8千円

100万4千円

56万4千円

160万3千円

869万1千円

118万4千円118万4千円

736万4千円

3,033万3千円

4,757万2千円

736万4千円

収
益
的
収
入

令和元年度ふるさと納税寄附金の活用状況（町ホームページより）
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ふる た みつ お

古田　陸夫 委員長

問
大
沢
義
之
委
員

　
こ
の
税
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
た
の
か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
令
和
元
年
度
は
、
基
金
の

方
に
全
額
積
み
立
て
し
て
い

る
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
今
後
町
有
林
を
ど
の
よ
う

に
扱
っ
て
い
く
の
か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
樹
齢
が
経
っ
て
い
る
の

で
、
間
伐
し
て
計
画
的
に
随

時
販
売
し
て
い
き
た
い
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
指
定
管
理
料
の
決
算
額
だ

け
で
は
、
入
浴
料
な
ど
の
事

業
収
入
の
内
訳
が
分
か
ら
な

い
。
補
足
資
料
等
で
明
記
す

る
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
旧
倉
石
村
民
に
対

し
て
の
み
入
浴
料
の
割
引
や

バ
ス
の
送
迎
が
あ
り
、
町
の

税
金
で
運
営
費
が
賄
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
公

平
で
は
な
い
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
現
在

倉
石
温
泉
運
営
事
業
検
討
委

員
会
で
審
議
し
て
い
る
の

で
、
も
う
少
し
時
間
を
い
た

だ
き
た
い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
ど
う
い
う
目
的
で
こ
の
負

担
金
を
支
出
し
て
い
る
の

か
。

答
中
村
農
林
課
長

　
五
戸
町
と
新
郷
村
と
で
合

同
で
運
営
し
て
い
る
協
議
会

の
た
め
負
担
金
を
支
出
し
て

お
り
、
肉
用
牛
を
審
査
し
て

い
る
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
前
述
の
新
郷
村
畜
産
推
進

協
議
会
負
担
金
と
の
違
い

は
。

答
中
村
農
林
課
長

　
こ
ち
ら
の
協
議
会
は
、
枝

肉
と
な
っ
た
も
の
を
審
査
し

て
お
り
、
資
質
の
向
上
や
銘

柄
の
発
展
等
を
目
的
に
負
担

金
を
支
出
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
ど
の
よ
う
な
内
容
の
研
修

が
行
わ
れ
た
の
か
詳
細
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
石
田
総
務
課
長

　
昨
年
女
性
消
防
隊
が
、
横

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
女

性
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し

た
。
こ
の
出
場
と
選
手
応
援

の
た
め
、
㈱
み
ち
の
り
ト
ラ

ベ
ル
東
北
八
戸
支
店
に
そ
の

手
配
等
を
委
託
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
そ
の
応
援
も
兼
ね
な
が

ら
、
他
自
治
体
の
消
防
団
統

合
事
例
に
関
す
る
研
修
も
行

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

消
防
団
の
統
合
の
進
捗
状
況

を
分
か
る
範
囲
で
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
石
田
総
務
課
長

　
２
回
行
わ
れ
た
消
防
団
統

合
の
会
議
の
う
ち
、
１
回
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

ま
だ
ま
だ
統
合
に
向
け
た
話

し
合
い
は
進
ま
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。

　
た
だ
し
、
浅
水
、
豊
川
及

び
蛯
川
地
区
の
３
分
団
に
つ

い
て
は
、
統
合
を
前
に
進
め

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た

め
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
一

緒
に
活
動
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
ち
ら
に
つ
い
て
の
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。

答
志
村
教
育
課
長

　
登
下
校
時
の
安
全
対
策
と

し
て
、
通
学
路
の
街
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
令
和
５
年
度

ま
で
の
５
か
年
に
計
画
を
分

け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

度
は
五
戸
ド
ー
ム
周
辺
の
工

事
を
実
施
し
た
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
そ
の
電
気
料
は
ど
こ
が
負

担
す
る
の
か
。

答
志
村
教
育
課
長

　
こ
の
工
事
に
伴
う
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
電
気
料
は
、
教
育
委
員

会
で
負
担
す
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
令
和
２
年
３
月
に
長
寿
命

化
計
画
が
策
定
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
我
々
議
員
も
五

戸
町
の
教
育
施
設
の
あ
り
方

を
共
に
考
え
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。
策
定
さ
れ

た
計
画
を
開
示
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
大
久
保
副
町
長

　
当
然
こ
れ
は
開
示
し
て
説

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
の
町
の

財
政
計
画
も
勘
案
し
て
公
表

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
も

う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
は
、
図
書
館
関
係
だ
け

な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
現
在

稼
働
し
て
い
な
い
木
村
秀
政

ホ
ー
ル
関
係
も
含
め
た
委
託

料
な
の
か
。

答
志
村
教
育
課
長

　
こ
の
委
託
料
に
は
木
村
秀

政
ホ
ー
ル
の
も
の
は
含
ま
れ

て
お
ら
ず
、
図
書
館
の
貸
し

出
し
シ
ス
テ
ム
の
委
託
料
と

な
っ
て
い
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
看
護
師
不
足
に
よ
る
入
院

病
床
の
休
床
が
、
事
業
収
益

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
あ
と
何

人
い
れ
ば
休
床
に
な
っ
た
病

床
を
復
活
で
き
る
の
か
。

答
松
坂
総
合
病
院
事
務
局
長

　
長
期
休
暇
を
取
得
し
て
い

る
看
護
師
も
い
る
こ
と
か

ら
、
明
確
に
何
人
と
い
う
の

は
積
算
す
る
の
は
難
し
い

が
、
最
低
で
も
10
名
ぐ
ら
い

は
必
要
で
あ
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
医
師
、
薬
剤
師
及
び
看
護

師
不
足
解
消
の
た
め
に
、
学

生
の
段
階
か
ら
支
援
す
る
取

り
組
み
の
考
え
は
な
い
か
。

答
若
宮
町
長

　
人
口
減
少
の
中
に
お
い

て
、
長
い
ス
パ
ン
で
医
師
、

薬
剤
師
及
び
看
護
師
を
育
て

な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
医
療

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
寄
附
金
総
額
と
受
け
入
れ

た
件
数
は
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
　
寄
附
金
総
額
は
８
５
２

０
万
８
千
円
で
、
受
け
入
れ

た
件
数
は
６
４
７
１
件
で
あ

る
。

問
三
浦
俊
哉
委
員

　
こ
の
寄
附
金
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
寄
附
さ
れ

た
方
に
対
し
て
そ
の
報
告
を

し
て
い
る
の
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　
寄
附
金
の
使
途
は
左
の
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
寄
附
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
こ

れ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
る
旨
を
文
書
に
て
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
こ
の
財
源
は
。
ま
た
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
国
の
指
示

で
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国

か
ら
の
補
助
等
は
あ
る
か
。

答
髙
嶋
福
祉
課
長

　
国
等
か
ら
の
補
助
は
無

く
、
一
般
財
源
と
な
っ
て
い

る
。

問
大
沢
義
之
委
員

　
こ
の
補
助
金
が
適
正
に
使

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
町
で

監
査
等
は
し
て
い
る
か
。

答
髙
嶋
福
祉
課
長

　
監
査
に
つ
い
て
は
、
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
。

決
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

一
般
会
計
歳
入

五戸町社会福祉協議会五戸総合病院

一
般
会
計
歳
出

【
民
生
費
】

病
院
事
業
会
計

【
消
防
費
】

【
教
育
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

決 算 特 別 委 員 会
　議員全員で構成する決算特別委員会（委員長：古田陸夫議員、副委員長：大久保和夫議員）を設置
し、令和元年度の一般会計決算、特別会計決算及び病院事業会計決算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

森
林
環
境
譲
与
税

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

倉
石
温
泉
指
定
管
理
料

町
社
会
福
祉
協
議
会

補
助
金

新
郷
村
畜
産
推
進

協
議
会
負
担
金

あ
お
も
り
倉
石
牛
銘
柄

推
進
協
議
会
負
担
金

消
防
団
視
察
研
修
業
務

委
託
料

通
学
路
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
費

文
化
教
育
系
施
設
長
寿
命
化

計
画
策
定
業
務
委
託
料

歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
保
守

点
検
業
務
委
託
料

寄附金使途

①しごと

　：産業･雇用対策

②ひと

　：移住・定住促進対策
③ひと

　：少子化対策

④まち

　：地域づくり・地域間
　　連携対策

合　　計

※50万円以下の事業については、その他事業として一括で記載している。
※寄附金は、寄附をいただいた翌年度の事業の財源に充当している。
　未充当分については、さらに翌年度以降に繰り越して活用する。

寄附金活用事業

ものづくり支援事業

観光振興整備事業

特別保証制度保証料補助事業

その他１事業

移住促進・支援事業

子育てアパート等入居費助成事業

総務管理費（五戸町防犯灯・商店街街路灯電気料金補助金）

行政連絡員謝礼

五戸町省エネルギー型防犯灯設置補助金

五戸町自治会施設整備費補助金

豊間内地区コミュニティセンター管理費

倉石コミュニティセンター管理費

東京五戸会促進事業

五戸町まち・ひと・しごと創生会議等事業

地域づくり事業

石沢駒踊伝承館管理費

放課後子ども教室推進事業

町民運動会

その他７事業

金額（円）

　290万円

62万6千円

500万円

16万5千円

217万3千円

483万5千円

343万7千円

300万6千円

122万8千円

652万3千円

126万2千円

295万円

　65万円

109万8千円

100万4千円

56万4千円

160万3千円

869万1千円

118万4千円118万4千円

736万4千円

3,033万3千円

4,757万2千円

736万4千円

収
益
的
収
入

令和元年度ふるさと納税寄附金の活用状況（町ホームページより）



⑦ ごのへ議会だより 第37号 ごのへ議会だより 第37号 ⑥

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

　令和２年７月28日、令和２年７月11日から12日の豪雨により被害を受けた農地・農業用
施設及び町道の被災状況について、農林課及び建設課からの説明を受けながら現地視察を
行いました。

③横倉地区の道路の路肩崩落及び水路の土砂堆積現場　被災延長 L=10.0ｍ　盛土・法面工、土砂撤去

①槍沢地区の道路の路肩崩落現場
　被災延長 L=16.0ｍ　盛土・法面工

②町道小渡鳥沼線の道路流出現場
　被災延長 L=15.0ｍ　盛土・法面工

第５回　令和２年７月　臨時会

令和２年７月１１日から１２日の豪雨による災害の現地視察

７月２８日から１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

事
業
の
施
行
　
１
件

補
正
予
算
　
１
件

❶
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

つ
い
て

【
内
容
】

・
令
和
２
年
７
月
11
日
か
ら

12
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
農
業
用
施
設
の

災
害
復
旧
事
業
を
行
う
た

め
の
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

５
３
９
１
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
７
億
１
３
３
５
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
農
業
施
設
及
び
道
路
橋
梁

災
害
復
旧
費
に
係
る
工
事

請
負
費
等

４
３
０
１
万
１
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

議決件数　５件

原案可決

５　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第６回　令和２年８月　臨時会
８月１１日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　24件

原案可決

20　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第７回　令和２年９月　定例会
９月９日から１６日までの８日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

財
産
の
取
得
　
１
件

規
約
の
変
更
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

❶
管
内
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
購
入

・
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

八
戸
支
店

４
５
８
４
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

業
務
委
託
契
約
の
締
結
　
１
件

❶
管
内
小
中
学
校
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

業
務
委
託

・
㈱
文
屋７

５
２
８
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
予
算
　
３
件

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
１
４
６
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
７
億
５
４
８
１
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
災
害
対
策
備
品

６
９
９
万
２
千
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品

４
０
５
万
円

❷
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

９
３
６
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
１
３
０
１
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
道
施
設
維
持
管
理
修
繕

工
事
費

９
３
６
万
１
千
円

❸
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
資
本
的
収
入

補
助
金
４
７
５
万
９
千
円

を
追
加
し
２
億
９
９
０
８

万
９
千
円

・
資
本
的
支
出

建
設
改
良
費
４
７
５
万
９

千
円
を
追
加
し
５
億
４
５

９
９
万
２
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

　
第
７
回
定
例
会
初
日
の
令

和
２
年
９
月
９
日
に
、
任
期

満
了
に
伴
う
五
戸
町
表
彰
審

議
会
委
員
の
指
名
と
、
五
戸

町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

●
議
会
選
出
の
表
彰
審
議
会

委
員
の
指
名

◎
大
沢
　
義
之  

議
員

◎
古
田
　
陸
夫  

議
員

◎
鈴
木
　
隆
也  

議
員

●
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙

【
選
挙
管
理
委
員
】

◎
齋
藤
　
正
榮  

氏（
73
歳
）

◎
小
泉
　
壯
悦  

氏（
71
歳
）

◎
種
市
　
　
聰  

氏（
79
歳
）

◎
根
岸
　
英
治  

氏（
61
歳
）

【
選
挙
管
理
補
充
員
】

◎
佐
々
木
昭
彦  

氏（
67
歳
）

◎
太
田
　
博
之  

氏（
56
歳
）

◎
畑
山
　
拓
也  
氏（
65
歳
）

◎
安
部
真
里
子  

氏（
51
歳
）

❶
令
和
元
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

❷
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

❸
令
和
元
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
本

不
足
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

【
内
容
】

・
十
和
田
地
区
環
境
整
備

事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う

町
長
提
出
案
件

報
告
　
３
件

お
お
さ
わ

よ
し
ゆ
き

ふ
る
た

み
つ
お

す
ず
き

り
ゅ
う
や

さ
い
と
う

ま
さ
え

こ
い
ず
み

そ
う
え
つ

た
ね
い
ち

さ
と
し

ね
ぎ
し

え
い
じ

さ

さ

き
あ
き
ひ
こ

お
お
た

ひ
ろ
ゆ
き

は
た
や
ま

た
く
や

あ

べ

ま

り

こ



⑦ ごのへ議会だより 第37号 ごのへ議会だより 第37号 ⑥

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

　令和２年７月28日、令和２年７月11日から12日の豪雨により被害を受けた農地・農業用
施設及び町道の被災状況について、農林課及び建設課からの説明を受けながら現地視察を
行いました。

③横倉地区の道路の路肩崩落及び水路の土砂堆積現場　被災延長 L=10.0ｍ　盛土・法面工、土砂撤去

①槍沢地区の道路の路肩崩落現場
　被災延長 L=16.0ｍ　盛土・法面工

②町道小渡鳥沼線の道路流出現場
　被災延長 L=15.0ｍ　盛土・法面工

第５回　令和２年７月　臨時会

令和２年７月１１日から１２日の豪雨による災害の現地視察

７月２８日から１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

事
業
の
施
行
　
１
件

補
正
予
算
　
１
件

❶
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

つ
い
て

【
内
容
】

・
令
和
２
年
７
月
11
日
か
ら

12
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
農
業
用
施
設
の

災
害
復
旧
事
業
を
行
う
た

め
の
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

５
３
９
１
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
７
億
１
３
３
５
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
農
業
施
設
及
び
道
路
橋
梁

災
害
復
旧
費
に
係
る
工
事

請
負
費
等

４
３
０
１
万
１
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

議決件数　５件

原案可決

５　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第６回　令和２年８月　臨時会
８月１１日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　24件

原案可決

20　件

同　　意

２　件

承　　認

０　件

認　　定

２　件

第７回　令和２年９月　定例会
９月９日から１６日までの８日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

財
産
の
取
得
　
１
件

規
約
の
変
更
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

❶
管
内
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
購
入

・
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

八
戸
支
店

４
５
８
４
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

業
務
委
託
契
約
の
締
結
　
１
件

❶
管
内
小
中
学
校
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

業
務
委
託

・
㈱
文
屋７

５
２
８
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
予
算
　
３
件

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
１
４
６
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
０
７
億
５
４
８
１
万
９
千
円

【
主
な
内
容
】

・
災
害
対
策
備
品

６
９
９
万
２
千
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
備
品

４
０
５
万
円

❷
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

９
３
６
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
１
３
０
１
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
道
施
設
維
持
管
理
修
繕

工
事
費

９
３
６
万
１
千
円

❸
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
資
本
的
収
入

補
助
金
４
７
５
万
９
千
円

を
追
加
し
２
億
９
９
０
８

万
９
千
円

・
資
本
的
支
出

建
設
改
良
費
４
７
５
万
９

千
円
を
追
加
し
５
億
４
５

９
９
万
２
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

　
第
７
回
定
例
会
初
日
の
令

和
２
年
９
月
９
日
に
、
任
期

満
了
に
伴
う
五
戸
町
表
彰
審

議
会
委
員
の
指
名
と
、
五
戸

町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

●
議
会
選
出
の
表
彰
審
議
会

委
員
の
指
名

◎
大
沢
　
義
之  

議
員

◎
古
田
　
陸
夫  

議
員

◎
鈴
木
　
隆
也  

議
員

●
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙

【
選
挙
管
理
委
員
】

◎
齋
藤
　
正
榮  

氏（
73
歳
）

◎
小
泉
　
壯
悦  

氏（
71
歳
）

◎
種
市
　
　
聰  

氏（
79
歳
）

◎
根
岸
　
英
治  

氏（
61
歳
）

【
選
挙
管
理
補
充
員
】

◎
佐
々
木
昭
彦  

氏（
67
歳
）

◎
太
田
　
博
之  

氏（
56
歳
）

◎
畑
山
　
拓
也  

氏（
65
歳
）

◎
安
部
真
里
子  

氏（
51
歳
）

❶
令
和
元
年
度
青
森
県
新
産

業
都
市
建
設
事
業
団
の
決

算
に
つ
い
て

❷
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ

く
財
政
の
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

❸
令
和
元
年
度
公
営
企
業
決

算
に
基
づ
く
経
営
の
資
本

不
足
比
率
に
つ
い
て

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

【
内
容
】

・
十
和
田
地
区
環
境
整
備

事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う

町
長
提
出
案
件

報
告
　
３
件

お
お
さ
わ

よ
し
ゆ
き

ふ
る
た

み
つ
お

す
ず
き

り
ゅ
う
や

さ
い
と
う

ま
さ
え

こ
い
ず
み

そ
う
え
つ

た
ね
い
ち

さ
と
し

ね
ぎ
し

え
い
じ

さ

さ

き
あ
き
ひ
こ

お
お
た

ひ
ろ
ゆ
き

は
た
や
ま

た
く
や

あ

べ

ま

り

こ



⑨ ごのへ議会だより 第37号 ごのへ議会だより 第37号 ⑧

町
長
追
加
提
出
案
件

人
事
　
２
件

議
会
提
出
案
件

陳
情
　
３
件

意
見
書
　
２
件

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

補
正
予
算
　
７
件

事
業
の
施
行
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
９
件

認
定
　
２
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

所
要
の
変
更
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

つ
い
て

【
内
容
】

・
令
和
２
年
７
月
11
日
か
ら

12
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
農
業
用
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
を
行
う

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
た
ば
こ
税
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

❷
特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者

に
対
す
る
町
税
減
免
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

❸
五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

❹
五
戸
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

す
る
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
通

知
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料

を
廃
止
し
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

❺
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
令
和
元
年
10
月
か
ら
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
の
開
始
に
伴
い
改
正
さ

れ
た
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
に
従
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

❻
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

❼
五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

【
内
容
】

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

❽
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❾
五
戸
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
青
森
県
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
６
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
４
２
４
２
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
１
１
億
９
７
２
４
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
狐
森
地
区
土
地
購
入
費

２
１
７
万
２
千
円

・
産
直
施
設
基
本
構
想
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
料

５
５
０
万
円

・
新
社
会
人
ふ
る
さ
と
定
住

奨
励
金

７
５
０
万
円

・
起
業
等
奨
励
金２

０
０
万
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
５
７
５
９
万
４
千
円

・
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
業
務
委
託
料

93
万
５
千
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金

３
４
７
７
万
３
千
円

・
五
戸
町
ク
リ
ー
ン
な
空
間

づ
く
り
補
助
金

１
２
３
０
万
円

・
五
戸
町
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

転
換
支
援
事
業
費
補
助
金

４
５
０
万
円

・
大
規
模
飲
食
事
業
者
支
援

金

８
５
０
万
円

・
学
生
支
援
緊
急
給
付
金

３
２
０
万
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
６
６
１
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
７
５
５
９
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金

１
６
６
１
万
４
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）４１

５
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

22
億
１
７
３
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
国
保
資
格
・
給
付
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料

△
２
０
２
万
４
千
円

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金
償

還
金

６
１
９
万
１
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

６
７
３
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
９
８
０
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料

３
７
７
万
５
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）44万

６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
１
１
１
９
万
円

【
主
な
内
容
】

・
汚
物
く
み
取
手
数
料

44
万
６
千
円

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
６
５
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
２
４
１
９
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
処
理
施
設
ポ
ン
プ
修
繕
工

事
費

　
　
　
　
１
４
２
万
３
千
円

❼
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
収
益
的
収
入

２
億
７
１
１
２
万
円
減
の

19
億
９
８
４
３
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
入
院
・
外
来
患
者
数
減
に

よ
る
も
の

・
収
益
的
支
出

６
０
５
０
万
５
千
円
減
の

28
億
３
６
０
８
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
入
院
・
外
来
患
者
数
の
減

に
よ
る
、
薬
品
費
及
び
診

療
材
料
費
の
減
に
よ
る
も

の
・
資
本
的
収
入

９
７
５
５
万
７
千
円
増
の

３
億
９
６
６
４
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

企
業
債
、
出
資
金
及
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金

の
追
加
に
よ
る
も
の

・
資
本
的
支
出

６
１
３
１
万
５
千
円
増
の

６
億
７
３
０
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
建
設
改
良
費
の
追
加
に
よ

る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
令
和
元
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

❷
令
和
元
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

（
詳
細
は
２
〜
３
Ｐ
、
審

議
内
容
は
４
〜
５
Ｐ
）

全
員
賛
成
で
認
定

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
中
山
竹
千
代  

氏（
64
歳
）

　大
字
上
市
川
字
石
上

主
な
職
歴
等

　
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合

　
　
参
事

　
五
戸
町
立
上
市
川
小
学
校

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

❷
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

◎
石
田
　
弘
文  

氏（
65
歳
）

　
大
字
浅
水
字
浅
水

主
な
職
歴
等

　
農
業

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

全
員
賛
成
で
同
意

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

今
後
の
地
方
財
政
は
、
か

つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
地
方
税
の
財

源
を
確
保
・
充
実
す
る
よ

う
国
に
要
望
す
る
も
の

❷
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
補
聴
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
の
生
活
の
質
の
維

持
、
う
つ
や
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
加
齢
性

難
聴
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
補
助
制
度
の
創

設
を
国
に
要
望
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差

を
解
消
す
る
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
実
現
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

　審議
未
了

❷
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
の
現
状
維
持
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

書
・
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

不
採
択

賛
成
議
員
な
し
の
た
め
否
決

❸
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

・
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

　採
択（
願
意
妥
当
・
意
見
書

の
伴
う
議
会
提
出
案
件
）

全
員
賛
成
で
採
択

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

な
か
や
ま
た
け
ち

よ

い
し
だ

ひ
ろ
ふ
み



⑨ ごのへ議会だより 第37号 ごのへ議会だより 第37号 ⑧

町
長
追
加
提
出
案
件

人
事
　
２
件

議
会
提
出
案
件

陳
情
　
３
件

意
見
書
　
２
件

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

補
正
予
算
　
７
件

事
業
の
施
行
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
９
件

認
定
　
２
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

所
要
の
変
更
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に

つ
い
て

【
内
容
】

・
令
和
２
年
７
月
11
日
か
ら

12
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
農
業
用
施
設

の
災
害
復
旧
事
業
を
行
う

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
、
た
ば
こ
税
の
見

直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

❷
特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者

に
対
す
る
町
税
減
免
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

❸
五
戸
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

❹
五
戸
町
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

す
る
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
通

知
カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料

を
廃
止
し
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

❺
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
令
和
元
年
10
月
か
ら
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
の
開
始
に
伴
い
改
正
さ

れ
た
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
に
従
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

❻
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の

❼
五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

【
内
容
】

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

❽
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
青
森
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❾
五
戸
町
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
内
容
】

・
青
森
県
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
事
業
実
施
要

領
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
６
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

４
億
４
２
４
２
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
１
１
億
９
７
２
４
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
狐
森
地
区
土
地
購
入
費

２
１
７
万
２
千
円

・
産
直
施
設
基
本
構
想
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
料

５
５
０
万
円

・
新
社
会
人
ふ
る
さ
と
定
住

奨
励
金

７
５
０
万
円

・
起
業
等
奨
励
金２

０
０
万
円

・
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
億
５
７
５
９
万
４
千
円

・
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
業
務
委
託
料

93
万
５
千
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金

３
４
７
７
万
３
千
円

・
五
戸
町
ク
リ
ー
ン
な
空
間

づ
く
り
補
助
金

１
２
３
０
万
円

・
五
戸
町
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

転
換
支
援
事
業
費
補
助
金

４
５
０
万
円

・
大
規
模
飲
食
事
業
者
支
援

金

８
５
０
万
円

・
学
生
支
援
緊
急
給
付
金

３
２
０
万
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
６
６
１
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
７
５
５
９
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金

１
６
６
１
万
４
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）４１

５
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

22
億
１
７
３
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
国
保
資
格
・
給
付
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
料

△
２
０
２
万
４
千
円

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金
償

還
金

６
１
９
万
１
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

６
７
３
万
８
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
９
８
０
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

・
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料

３
７
７
万
５
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）44万

６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
１
１
１
９
万
円

【
主
な
内
容
】

・
汚
物
く
み
取
手
数
料

44
万
６
千
円

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
６
５
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
２
４
１
９
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
処
理
施
設
ポ
ン
プ
修
繕
工

事
費

　
　
　
　
１
４
２
万
３
千
円

❼
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
収
益
的
収
入

２
億
７
１
１
２
万
円
減
の

19
億
９
８
４
３
万
８
千
円

【
主
な
内
容
】

・
入
院
・
外
来
患
者
数
減
に

よ
る
も
の

・
収
益
的
支
出

６
０
５
０
万
５
千
円
減
の

28
億
３
６
０
８
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

・
入
院
・
外
来
患
者
数
の
減

に
よ
る
、
薬
品
費
及
び
診

療
材
料
費
の
減
に
よ
る
も

の
・
資
本
的
収
入

９
７
５
５
万
７
千
円
増
の

３
億
９
６
６
４
万
６
千
円

【
主
な
内
容
】

企
業
債
、
出
資
金
及
び
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金

の
追
加
に
よ
る
も
の

・
資
本
的
支
出

６
１
３
１
万
５
千
円
増
の

６
億
７
３
０
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
建
設
改
良
費
の
追
加
に
よ

る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
令
和
元
年
度
五
戸
町
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

❷
令
和
元
年
度
五
戸
町
病
院

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

（
詳
細
は
２
〜
３
Ｐ
、
審

議
内
容
は
４
〜
５
Ｐ
）

全
員
賛
成
で
認
定

❶
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

◎
中
山
竹
千
代  

氏（
64
歳
）

　大
字
上
市
川
字
石
上

主
な
職
歴
等

　
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合

　
　
参
事

　
五
戸
町
立
上
市
川
小
学
校

　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

❷
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

◎
石
田
　
弘
文  

氏（
65
歳
）

　
大
字
浅
水
字
浅
水

主
な
職
歴
等

　
農
業

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

全
員
賛
成
で
同
意

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

今
後
の
地
方
財
政
は
、
か

つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
地
方
税
の
財

源
を
確
保
・
充
実
す
る
よ

う
国
に
要
望
す
る
も
の

❷
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

【
内
容
】

・
補
聴
器
の
普
及
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
の
生
活
の
質
の
維

持
、
う
つ
や
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
加
齢
性

難
聴
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
補
助
制
度
の
創

設
を
国
に
要
望
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
最
低
賃
金
の
地
域
間
格
差

を
解
消
す
る
全
国
一
律
最

低
賃
金
制
度
の
実
現
と
中

小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求

め
る
陳
情
書

・
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託

　審議
未
了

❷
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
の
現
状
維
持
を
求

め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

書
・
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

不
採
択

賛
成
議
員
な
し
の
た
め
否
決

❸
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情

・
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

　採
択（
願
意
妥
当
・
意
見
書

の
伴
う
議
会
提
出
案
件
）

全
員
賛
成
で
採
択

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

本
会
議
で
の
審
議
結
果

な
か
や
ま
た
け
ち

よ

い
し
だ

ひ
ろ
ふ
み
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収
穫
の
秋
を
迎
え
、
農
家

の
方
々
は
生
産
に
取
り
組
ん

だ
苦
労
が
報
わ
れ
る
時
と
、

安
堵
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
販
売
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
不

安
に
駆
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
更
に
農
村
の
現
状

は
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
の

問
題
が
あ
る
。

　
担
い
手
不
足
の
解
消
の
た

め
の
施
策
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定

に
よ
り
、
担
い
手
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
法
人

化
や
集
落
営
農
組
織
の
組
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
集
落
営
農
組
織
の
組
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

　
現
在
、
五
戸
町
に
は
集
落

営
農
組
織
と
し
て
６
団
体
の

組
織
が
あ
り
、
す
べ
て
稲
作

の
営
農
組
織
で
あ
る
。

　
そ
の
６
団
体
の
組
織
の
地

区
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
組
成

の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
図
る

の
か
。

　
６
団
体
は
す
べ
て
倉
石
地

区
の
組
織
で
あ
る
。

　
組
成
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

農
事
組
合
長
会
議
等
で
説
明

し
て
い
き
た
い
。

　
人
手
不
足
を
補
う
た
め
、

機
械
化
や
Ｉ
Ｔ
活
用
が
考
え

ら
れ
る
が
、
機
器
類
の
購
入

等
の
経
費
に
対
す
る
補
助
制

度
は
あ
る
か
。

　
国
の
補
助
制
度
で
、
強
い

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
が
あ
る
。
上
限

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
補

助
率
は
10
分
の
３
で
、
機
械

の
耐
用
年
数
が
５
年
か
ら
20

年
の
も
の
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
農

産
物
の
販
売
価
格
が
大
幅
に

下
落
し
た
場
合
の
行
政
の
対

応
は
。

　
県
農
業
共
済
組
合
が
行
っ

て
い
る
収
入
の
減
少
を
補
う

収
入
保
険
制
度
や
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
た
高
収
益

作
物
に
つ
い
て
、
次
期
作
に

前
向
き
に
取
り
組
む
生
産
者

に
対
し
国
が
支
援
金
を
交
付

す
る
事
業
が
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
、
農
業
関
連

経
費
に
お
け
る
借
入
金
の
利

息
分
を
補
填
す
る
利
子
助
成

な
ど
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
中
央
商
店
街
に
空
き
店
舗

が
目
立
つ
が
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
状
況
は
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
物
件
数
は
８
件
、

借
り
手
の
登
録
数
は
４
件
で

あ
る
。

　
空
き
店
舗
活
用
の
た
め
に
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
空
き
店
舗
の
活
用
は
、
空

き
店
舗
所
有
者
の
意
向
を
一

番
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
施
策
を
展
開
す

る
場
合
に
は
、
所
有
者
の
意

向
調
査
等
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
度
、
国
の
補
助
を
受

け
て
「
立
地
適
正
化
計
画
」

を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
を
有
効
活
用
し
適
正
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
が
見
直

さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、

こ
の
期
に
移
住
促
進
を
図
る

考
え
は
。

　
来
年
１
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る
県
合
同
移
住
フ
ェ
ア

に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
国
か
ら
採

択
さ
れ
た
、
関
係
人
口
創
出

拡
大
事
業
モ
デ
ル
事
業
に
お

け
る
、
地
域
や
地
域
の
人
々

と
多
様
に
関
わ
る
関
係
人
口

創
出
の
取
り
組
み
や
、
五
戸

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

移
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
　
国
や
県
な
ど
か
ら
、
町
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
様
々
な
情
報
が
届
い

て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の

展
望
は
ど
の
よ
う
に
予
見
さ

れ
て
い
る
か
。

　
町
に
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
程
度

の
情
報
し
か
入
っ
て
き
て
い

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
に

つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る「
密
」の
状
況
で
感

染
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
感

染
者
の
８
割
は
他
者
に
感
染

さ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

３
密
を
避
け
、
ク
ラ
ス
タ
ー

を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
感
染
者
数
は
増
え
て
い
る

が
、
死
亡
者
数
は
減
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
を
甘
く
見
て
い
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
首

都
圏
ほ
ど
の
警
戒
は
必
要
な

い
の
で
は
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
。
五
戸
町
と
し
て
の
見

解
を
発
信
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
五
戸
町
は
三
戸
地
方
保
健

所
の
管
轄
に
あ
り
、
情
報
発

信
は
主
に
そ
ち
ら
が
担
っ
て

い
る
。
五
戸
町
独
自
で
の
発

信
と
い
う
の
は
厳
し
い
が
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
専
門
家
の
方
々

が
発
信
し
て
い
る
様
々
な
見

方
を
、
あ
る
程
度
集
約
し
て

お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
る

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
情
報
は
、
国
や
県
な

ど
の
情
報
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン

ク
が
あ
る
だ
け
で
、
情
報
は

自
分
で
探
し
て
自
分
で
解
釈

す
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
五
戸
町
と
し
て
の
解

釈
が
あ
り
、
そ
れ
を
発
信
で

き
る
と
町
民
の
安
心
に
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
是
非
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
世
の
中

が
動
揺
し
て
い
る
中
、
第
２

期
五
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
昨
年
度
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在

言
わ
れ
て
い
る
新
し
い
生
活

様
式
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
対
応
し
た
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
。
修
正
、
変

更
す
る
お
考
え
は
な
い
か
。

　
五
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

創
生
総
合
戦
略
は
、
２
０
６

０
年
ま
で
に
人
口
１
万
人
で

下
げ
止
め
し
、
そ
れ
を
維
持

す
る
と
い
う
、
中
長
期
的
な

計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

が
あ
っ
て
も
、
変
更
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
は
創
生
総
合
戦
略
と

は
別
に
実
施
し
て
い
く
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
２
０
６
０

年
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

創
生
総
合
戦
略
は
５
年
ご
と

に
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
何
年
か
か
っ
て

収
束
す
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
今
回
定
め
た
創
生
総
合

戦
略
の
実
施
期
間
と
重
な
る

と
思
う
。
こ
の
状
況
を
利
用

し
た
戦
略
に
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
議
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
伺
っ
て
策

定
し
た
戦
略
で
あ
る
の
で
、
内

容
を
頻
繁
に
変
え
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
、
逆
に
皆
様

が
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
新
し
い
生
活
様
式
が
定

着
し
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時

代
に
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

産
業
、
分
野
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
五
戸
町
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
と
お
考
え

か
。

　
２
０
６
０
年
を
想
像
し
て

お
話
し
す
る
と
、
田
ん
ぼ
と

畑
は
五
戸
町
に
残
っ
て
い
る

と
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、

海
外
か
ら
比
較
的
モ
ノ
が
入

り
づ
ら
く
な
る
時
代
が
こ
こ

し
ば
ら
く
続
く
だ
ろ
う
と
見

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本

の
国
産
の
農
産
物
な
ど
、
食

に
関
わ
る
分
野
は
逆
に
発
展

し
て
い
く
と
思
う
し
、
労
働

人
口
減
の
中
で
も
、
Ｉ
Ｔ
、

人
工
知
能
が
人
に
代
わ
り
仕

事
を
す
る
時
代
で
も
あ
る
の

で
、
人
に
し
か
で
き
な
い
仕

事
を
押
さ
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
辺
の
情
報
を
皆
様
と
共

有
し
て
、
住
民
を
不
安
に
さ

せ
な
い
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

◆コロナ禍における農家の方々の所得向上を
町長　国等の補助制度を活用しながら、
　　　町独自の支援策を検討する

◆五戸町としての新型コロナウイルス感染症
　対策の見解と発信についての考えは
町長　情報は限られているが、なるべく
　　　集約して町民の皆様に伝えたい

９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

()()　()()　議員

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

⑤

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

中
村
農
林
課
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

大
久
保
副
町
長

答 

若
宮
町
長

意 

見

ドローンによる農薬散布

◆
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る

　ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

　戦
略
は
ど
の
よ
う
に
な
る
？

◆
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
は

　町
長

　国
か
ら
採
択
さ
れ
た
関
係
人
口
創
出

　
　
　
　拡
大
事
業
に
取
り
組
み
、
五
戸
の

　
　
　
　フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長
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収
穫
の
秋
を
迎
え
、
農
家

の
方
々
は
生
産
に
取
り
組
ん

だ
苦
労
が
報
わ
れ
る
時
と
、

安
堵
し
て
い
る
面
も
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
が
販
売
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
不

安
に
駆
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
更
に
農
村
の
現
状

は
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
の

問
題
が
あ
る
。

　
担
い
手
不
足
の
解
消
の
た

め
の
施
策
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定

に
よ
り
、
担
い
手
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
法
人

化
や
集
落
営
農
組
織
の
組
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
集
落
営
農
組
織
の
組
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
。

　
現
在
、
五
戸
町
に
は
集
落

営
農
組
織
と
し
て
６
団
体
の

組
織
が
あ
り
、
す
べ
て
稲
作

の
営
農
組
織
で
あ
る
。

　
そ
の
６
団
体
の
組
織
の
地

区
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
組
成

の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
図
る

の
か
。

　
６
団
体
は
す
べ
て
倉
石
地

区
の
組
織
で
あ
る
。

　
組
成
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

農
事
組
合
長
会
議
等
で
説
明

し
て
い
き
た
い
。

　
人
手
不
足
を
補
う
た
め
、

機
械
化
や
Ｉ
Ｔ
活
用
が
考
え

ら
れ
る
が
、
機
器
類
の
購
入

等
の
経
費
に
対
す
る
補
助
制

度
は
あ
る
か
。

　
国
の
補
助
制
度
で
、
強
い

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
が
あ
る
。
上
限

が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
補

助
率
は
10
分
の
３
で
、
機
械

の
耐
用
年
数
が
５
年
か
ら
20

年
の
も
の
が
要
件
と
な
っ
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
農

産
物
の
販
売
価
格
が
大
幅
に

下
落
し
た
場
合
の
行
政
の
対

応
は
。

　
県
農
業
共
済
組
合
が
行
っ

て
い
る
収
入
の
減
少
を
補
う

収
入
保
険
制
度
や
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
た
高
収
益

作
物
に
つ
い
て
、
次
期
作
に

前
向
き
に
取
り
組
む
生
産
者

に
対
し
国
が
支
援
金
を
交
付

す
る
事
業
が
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
、
農
業
関
連

経
費
に
お
け
る
借
入
金
の
利

息
分
を
補
填
す
る
利
子
助
成

な
ど
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
中
央
商
店
街
に
空
き
店
舗

が
目
立
つ
が
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
状
況
は
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
物
件
数
は
８
件
、

借
り
手
の
登
録
数
は
４
件
で

あ
る
。

　
空
き
店
舗
活
用
の
た
め
に
、

行
政
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
空
き
店
舗
の
活
用
は
、
空

き
店
舗
所
有
者
の
意
向
を
一

番
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
施
策
を
展
開
す

る
場
合
に
は
、
所
有
者
の
意

向
調
査
等
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

　
来
年
度
、
国
の
補
助
を
受

け
て
「
立
地
適
正
化
計
画
」

を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
を
有
効
活
用
し
適
正
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
が
見
直

さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、

こ
の
期
に
移
住
促
進
を
図
る

考
え
は
。

　
来
年
１
月
に
東
京
で
開
催

さ
れ
る
県
合
同
移
住
フ
ェ
ア

に
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
国
か
ら
採

択
さ
れ
た
、
関
係
人
口
創
出

拡
大
事
業
モ
デ
ル
事
業
に
お

け
る
、
地
域
や
地
域
の
人
々

と
多
様
に
関
わ
る
関
係
人
口

創
出
の
取
り
組
み
や
、
五
戸

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

移
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員
　
国
や
県
な
ど
か
ら
、
町
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
様
々
な
情
報
が
届
い

て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の

展
望
は
ど
の
よ
う
に
予
見
さ

れ
て
い
る
か
。

　
町
に
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
程
度

の
情
報
し
か
入
っ
て
き
て
い

な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
に

つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る「
密
」の
状
況
で
感

染
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
感

染
者
の
８
割
は
他
者
に
感
染

さ
せ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

３
密
を
避
け
、
ク
ラ
ス
タ
ー

を
抑
制
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
感
染
者
数
は
増
え
て
い
る

が
、
死
亡
者
数
は
減
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
を
甘
く
見
て
い
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
首

都
圏
ほ
ど
の
警
戒
は
必
要
な

い
の
で
は
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
。
五
戸
町
と
し
て
の
見

解
を
発
信
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　
五
戸
町
は
三
戸
地
方
保
健

所
の
管
轄
に
あ
り
、
情
報
発

信
は
主
に
そ
ち
ら
が
担
っ
て

い
る
。
五
戸
町
独
自
で
の
発

信
と
い
う
の
は
厳
し
い
が
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
専
門
家
の
方
々

が
発
信
し
て
い
る
様
々
な
見

方
を
、
あ
る
程
度
集
約
し
て

お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
る

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
情
報
は
、
国
や
県
な

ど
の
情
報
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン

ク
が
あ
る
だ
け
で
、
情
報
は

自
分
で
探
し
て
自
分
で
解
釈

す
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
五
戸
町
と
し
て
の
解

釈
が
あ
り
、
そ
れ
を
発
信
で

き
る
と
町
民
の
安
心
に
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
是
非
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
世
の
中

が
動
揺
し
て
い
る
中
、
第
２

期
五
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
計
画
は
昨
年
度
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
在

言
わ
れ
て
い
る
新
し
い
生
活

様
式
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
対
応
し
た
も
の
で
は

な
い
と
考
え
る
。
修
正
、
変

更
す
る
お
考
え
は
な
い
か
。

　
五
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

創
生
総
合
戦
略
は
、
２
０
６

０
年
ま
で
に
人
口
１
万
人
で

下
げ
止
め
し
、
そ
れ
を
維
持

す
る
と
い
う
、
中
長
期
的
な

計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

が
あ
っ
て
も
、
変
更
す
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
は
創
生
総
合
戦
略
と

は
別
に
実
施
し
て
い
く
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
２
０
６
０

年
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

創
生
総
合
戦
略
は
５
年
ご
と

に
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
何
年
か
か
っ
て

収
束
す
る
か
は
分
か
ら
な
い

が
、
今
回
定
め
た
創
生
総
合

戦
略
の
実
施
期
間
と
重
な
る

と
思
う
。
こ
の
状
況
を
利
用

し
た
戦
略
に
変
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
議
員
の
皆
様
、
町
民
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
伺
っ
て
策

定
し
た
戦
略
で
あ
る
の
で
、
内

容
を
頻
繁
に
変
え
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
、
逆
に
皆
様

が
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
新
し
い
生
活
様
式
が
定

着
し
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時

代
に
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

産
業
、
分
野
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
五
戸
町
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
と
お
考
え

か
。

　
２
０
６
０
年
を
想
像
し
て

お
話
し
す
る
と
、
田
ん
ぼ
と

畑
は
五
戸
町
に
残
っ
て
い
る

と
思
う
。
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、

海
外
か
ら
比
較
的
モ
ノ
が
入

り
づ
ら
く
な
る
時
代
が
こ
こ

し
ば
ら
く
続
く
だ
ろ
う
と
見

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本

の
国
産
の
農
産
物
な
ど
、
食

に
関
わ
る
分
野
は
逆
に
発
展

し
て
い
く
と
思
う
し
、
労
働

人
口
減
の
中
で
も
、
Ｉ
Ｔ
、

人
工
知
能
が
人
に
代
わ
り
仕

事
を
す
る
時
代
で
も
あ
る
の

で
、
人
に
し
か
で
き
な
い
仕

事
を
押
さ
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
辺
の
情
報
を
皆
様
と
共

有
し
て
、
住
民
を
不
安
に
さ

せ
な
い
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

◆コロナ禍における農家の方々の所得向上を
町長　国等の補助制度を活用しながら、
　　　町独自の支援策を検討する

◆五戸町としての新型コロナウイルス感染症
　対策の見解と発信についての考えは
町長　情報は限られているが、なるべく
　　　集約して町民の皆様に伝えたい

９
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

()()　()()　議員

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

⑤

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

中
村
農
林
課
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

大
久
保
副
町
長

答 

若
宮
町
長

意 
見

ドローンによる農薬散布

◆
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る

　ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

　戦
略
は
ど
の
よ
う
に
な
る
？

◆
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
は

　町
長

　国
か
ら
採
択
さ
れ
た
関
係
人
口
創
出

　
　
　
　拡
大
事
業
に
取
り
組
み
、
五
戸
の

　
　
　
　フ
ァ
ン
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長
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現
在
、
切
谷
内
小
学
校
の

３
年
生
と
４
年
生
の
児
童
数

が
、
学
級
編
成
の
基
準
を
下

回
り
、
複
式
学
級
に
な
っ
て

い
る
。

　
小
規
模
化
や
複
式
学
級
の

問
題
点
は
。

　
集
団
内
の
関
わ
り
か
ら
得

ら
れ
る
刺
激
や
情
報
量
が
制

限
さ
れ
、
人
間
関
係
が
狭
く

な
り
固
定
化
し
が
ち
に
な
る
。

　
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
機

会
が
少
な
い
た
め
、
向
上
心

や
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け

る
点
で
課
題
が
あ
る
。

　
複
式
学
級
に
お
い
て
、
一

人
の
教
師
が
二
つ
の
学
年
を

指
導
す
る
た
め
、
教
師
に
大

き
な
負
担
を
強
い
る
。

　
ま
た
、
十
分
な
指
導
を
行

う
た
め
に
は
高
い
指
導
技
術

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

休
職
等
が
生
じ
た
場
合
、
代

替
え
支
援
な
ど
体
制
の
構
築

が
困
難
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
両
校
の
統
合

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
・

協
議
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

　
平
成
19
年
に
小
学
校
統
合

に
つ
い
て
検
討
す
る
学
識
者

等
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
五
戸
町
立
小
学
校
統
合

計
画
を
策
定
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成
25
年

度
に
倉
石
地
区
、
平
成
26
年

度
に
五
戸
地
区
の
小
学
校
が

統
合
さ
れ
た
。

　
川
内
地
区
に
つ
い
て
は
、

策
定
さ
れ
た
統
合
計
画
で
、

「
両
校
の
統
合
を
目
指
す
」と

し
て
い
た
が
、
地
元
説
明
会

に
お
い
て
一
部
反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、
合
意
形
成
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
統

合
は
見
送
ら
れ
た
。

　
出
生
数
か
ら
推
定
す
る
と
、

切
谷
内
小
学
校
で
は
令
和
６
、

７
年
度
頃
か
ら
複
式
学
級
が

常
態
化
す
る
懸
念
が
あ
る
。

　
両
校
の
統
合
計
画
は
。

　
児
童
数
減
少
の
中
、
川
内

地
区
で
一
つ
の
小
学
校
を
目

指
す
こ
と
は
自
然
な
考
え
で

あ
る
が
、
保
護
者
等
の
合
意

形
成
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　
前
回
の
統
合
計
画
策
定
か

ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
急
に
検
討
・

協
議
し
、
慎
重
に
進
め
た
い
。

　
管
内
３
中
学
校
の
現
在
の

生
徒
数
と
10
年
後
の
生
徒
数

の
予
測
は
。

　
現
在
の
管
内
３
中
学
校
の

生
徒
数
の
合
計
は
３
３
１
人

で
、
10
年
後
の
令
和
12
年
度

に
は
２
５
２
人
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
教
育
施
設
の
長
寿
命
化（
築

80
年
ま
で
使
い
続
け
る
た
め

の
大
規
模
修
繕
工
事
な
ど
）

を
図
る
場
合
の
試
算
は
。

　
築
48
年
の
川
内
中
学
校
で

約
16
億
６
千
万
円
。
築
43
年

の
五
戸
中
学
校
で
約
35
億
２

千
万
円
。
築
32
年
の
倉
石
中

学
校
は
そ
れ
ら
２
校
と
比
べ

て
健
全
で
あ
る
。

　
教
育
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
に
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
。
ま
た
、
生
徒
数
の
減

少
で
部
活
動
の
運
営
な
ど
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　
管
内
３
中
学
校
を
統
合
し
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

す
る
べ
き
で
は
。

　
社
会
状
況
の
変
化
、
生
徒

数
の
推
移
と
教
育
活
動
へ
の

影
響
、
ま
た
、
現
在
策
定
中

の
町
財
政
計
画
な
ど
の
複
合

的
な
要
素
を
勘
案
し
な
が

ら
、
時
期
を
見
定
め
た
上
で

検
討
・
協
議
し
て
い
く
。

　（
３
校
の
統
合
に
つ
い
て
）

一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
部
活

動
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
す

ご
く
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
う
の
で
、
教
育
委
員
会
共
々

前
向
き
に
考
え
た
い
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員

　
五
戸
町
に
は
農
業
用
た
め

池
が
何
か
所
あ
る
の
か
。

　
町
で
把
握
し
て
い
る
農
業

用
た
め
池
は
17
か
所
で
あ

る
。

　
そ
の
た
め
池
の
管
理
は
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
た
め
池
の
所
有
者
や
土
地

改
良
区
、
受
益
者
、
集
落
の

方
々
で
周
辺
の
草
刈
り
や
点

検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
池
に
対
す
る
防

災
対
策
は
。

　
人
家
や
公
共
施
設
、
主
要

道
路
等
へ
の
浸
水
被
害
が
想

定
さ
れ
る
た
め
池
に
関
し
て

は
、
国
の
基
準
に
よ
り
、
防

災
重
点
た
め
池
に
指
定
し
、

豪
雨
や
台
風
な
ど
緊
急
時
の

迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ

る
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
た

め
池
マ
ッ
プ
及
び
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
公

表
し
て
い
る
。
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
及
び
大
雨
時

に
は
、
職
員
で
見
回
り
点
検

を
行
い
、
決
壊
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
下
流
域
の
地

区
に
対
し
避
難
情
報
を
発
令

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
農
業
用
た
め
池
の
情
報
を

適
切
に
把
握
し
、
災
害
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
元

年
７
月
に
農
業
用
た
め
池
の

管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法

律
が
、
令
和
２
年
６
月
に
は

防
災
重
点
た
め
池
の
防
災
工

事
推
進
に
向
け
た
特
別
措
置

法
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

所
有
者
、
管
理
者
及
び
利
用

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
決
壊

し
た
場
合
に
人
的
被
害
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
た
め
池

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
国
の

支
援
を
利
用
し
て
改
修
す
る

べ
き
で
は
。

　
令
和
２
年
６
月
に
国
が
作

成
し
た「
た
め
池
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」を
基
に
、
町
内
の
た

め
池
の
現
状
を
把
握
し
、
農

業
水
路
等
の
長
寿
命
化
や
防

災
・
減
災
対
策
事
業
の
要
件

に
該
当
す
れ
ば
整
備
等
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
五
戸
町
の
人
口
は
、
今
年

２
月
１
日
現
在
、
１
万
６
千

９
８
１
人
と
な
り
、
つ
い
に

１
万
６
千
人
台
に
入
っ
た
。

近
隣
市
町
村
も
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態

の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
な
り
に

い
ろ
い
ろ
対
策
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
五
戸
町
の
人
口
減
少
対
策

と
考
え
は
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
健
康

で
生
き
生
き
と
毎
日
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
１
年
に
１
度
は
健
康
診

断
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
の
大
き

な
原
因
に
、
若
い
世
代
の
町

外
へ
の
流
出
と
、
子
ど
も
を

産
む
年
代
の
減
少
が
あ
る
。

　
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む

た
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実

や
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る

移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
関

係
人
口
の
創
出
と
移
住
促
進

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
五
戸
町
に
隣
接
す
る
十
和

田
市
で
は
、
上
十
三
・
十
和

田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
外
か

ら
十
和
田
市
へ
転
入
し
た
方

に
対
し
、
住
宅
取
得
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
絞
っ
た
施
策
を
考
え
て
い

な
い
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

内
定
取
り
消
し
に
な
る
な
ど

し
て
行
き
先
を
見
失
っ
た

方
、
特
に
五
戸
町
出
身
の
若

者
を
町
に
呼
び
戻
す
た
め

に
、
定
住
奨
励
金
の
支
給
や

起
業
支
援
の
た
め
の
奨
励
金

を
交
付
す
る
事
業
等
を
計
画

し
て
い
る
。
五
戸
町
を
見
つ

め
直
し
て
も
ら
う
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
他
市
町
村
で
は
、
民
間
業

者
を
利
用
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
来
年
度
か
ら
新
た
な
住
宅

団
地
造
成
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
民
間
業
者
を
利

用
し
な
が
ら
事
業
を
行
う
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ（※

）等
の
導
入
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る

最
中
で
あ
る
。

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

◆切谷内小学校と上市川小学校の統合は
教育長　早急に検討・協議する必要がある

補
足
説
明

●
複
式
学
級

　
小
学
校
で
は
２
個

学
年
の
合
計
が
16
人

以
下（
１
年
生
を
含
む

場
合
は
８
人
以
下
）の

場
合
に
数
学
年
の
児

童
を
１
学
級
に
編
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※

学
級
編
成
の
標
準（
文
部

科
学
省
令
よ
り
抜
粋
）

　
現
在
、
切
谷
内
小
学
校

の
３
年
生
が
６
人
、
４
年

生
が
９
人
、
合
計
15
人
で

あ
る
た
め
複
式
学
級
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

用
語
解
説

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
民
間
の
資
金
と
経
営
能

力
・
技
術
力（
ノ
ウ
ハ
ウ
）

を
活
用
し
、
公
共
施
設
等

の
設
計
・
建
設
・
改
修
・

更
新
や
維
持
管
理
・
運
営

を
行
う
公
共
事
業
の
手
法

の
こ
と
。

一般質問一般質問
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①
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①
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長
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宮
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長
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大
久
保
副
町
長 

答 

中
村
農
林
課
長 

◆
町
立
中
学
校
３
校
の
統
合
計
画
は

　教
育
長  

財
政
計
画
な
ど
を
勘
案

　
　
　
　

  

し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

　
　
　
　

  

を
整
え
て
い
く

◆
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
っ
た
人
口
減
少
対
策
を
行
っ
て
は

　町
長

　五
戸
町
出
身
者
の
若
者
を
呼
び
戻
す
事
業
を
進
め
る

◆
農
業
用
た
め
池
の
管
理
と
防
災
対
策
は

　町
長

　現
状
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
るため池管理マニュアル
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現
在
、
切
谷
内
小
学
校
の

３
年
生
と
４
年
生
の
児
童
数

が
、
学
級
編
成
の
基
準
を
下

回
り
、
複
式
学
級
に
な
っ
て

い
る
。

　
小
規
模
化
や
複
式
学
級
の

問
題
点
は
。

　
集
団
内
の
関
わ
り
か
ら
得

ら
れ
る
刺
激
や
情
報
量
が
制

限
さ
れ
、
人
間
関
係
が
狭
く

な
り
固
定
化
し
が
ち
に
な
る
。

　
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
機

会
が
少
な
い
た
め
、
向
上
心

や
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け

る
点
で
課
題
が
あ
る
。

　
複
式
学
級
に
お
い
て
、
一

人
の
教
師
が
二
つ
の
学
年
を

指
導
す
る
た
め
、
教
師
に
大

き
な
負
担
を
強
い
る
。

　
ま
た
、
十
分
な
指
導
を
行

う
た
め
に
は
高
い
指
導
技
術

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

休
職
等
が
生
じ
た
場
合
、
代

替
え
支
援
な
ど
体
制
の
構
築

が
困
難
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
両
校
の
統
合

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討
・

協
議
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

　
平
成
19
年
に
小
学
校
統
合

に
つ
い
て
検
討
す
る
学
識
者

等
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
五
戸
町
立
小
学
校
統
合

計
画
を
策
定
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成
25
年

度
に
倉
石
地
区
、
平
成
26
年

度
に
五
戸
地
区
の
小
学
校
が

統
合
さ
れ
た
。

　
川
内
地
区
に
つ
い
て
は
、

策
定
さ
れ
た
統
合
計
画
で
、

「
両
校
の
統
合
を
目
指
す
」と

し
て
い
た
が
、
地
元
説
明
会

に
お
い
て
一
部
反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、
合
意
形
成
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
統

合
は
見
送
ら
れ
た
。

　
出
生
数
か
ら
推
定
す
る
と
、

切
谷
内
小
学
校
で
は
令
和
６
、

７
年
度
頃
か
ら
複
式
学
級
が

常
態
化
す
る
懸
念
が
あ
る
。

　
両
校
の
統
合
計
画
は
。

　
児
童
数
減
少
の
中
、
川
内

地
区
で
一
つ
の
小
学
校
を
目

指
す
こ
と
は
自
然
な
考
え
で

あ
る
が
、
保
護
者
等
の
合
意

形
成
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　
前
回
の
統
合
計
画
策
定
か

ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
早
急
に
検
討
・

協
議
し
、
慎
重
に
進
め
た
い
。

　
管
内
３
中
学
校
の
現
在
の

生
徒
数
と
10
年
後
の
生
徒
数

の
予
測
は
。

　
現
在
の
管
内
３
中
学
校
の

生
徒
数
の
合
計
は
３
３
１
人

で
、
10
年
後
の
令
和
12
年
度

に
は
２
５
２
人
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
教
育
施
設
の
長
寿
命
化（
築

80
年
ま
で
使
い
続
け
る
た
め

の
大
規
模
修
繕
工
事
な
ど
）

を
図
る
場
合
の
試
算
は
。

　
築
48
年
の
川
内
中
学
校
で

約
16
億
６
千
万
円
。
築
43
年

の
五
戸
中
学
校
で
約
35
億
２

千
万
円
。
築
32
年
の
倉
石
中

学
校
は
そ
れ
ら
２
校
と
比
べ

て
健
全
で
あ
る
。

　
教
育
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
に
は
莫
大
な
費
用
が
か

か
る
。
ま
た
、
生
徒
数
の
減

少
で
部
活
動
の
運
営
な
ど
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

　
管
内
３
中
学
校
を
統
合
し
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備

す
る
べ
き
で
は
。

　
社
会
状
況
の
変
化
、
生
徒

数
の
推
移
と
教
育
活
動
へ
の

影
響
、
ま
た
、
現
在
策
定
中

の
町
財
政
計
画
な
ど
の
複
合

的
な
要
素
を
勘
案
し
な
が

ら
、
時
期
を
見
定
め
た
上
で

検
討
・
協
議
し
て
い
く
。

　（
３
校
の
統
合
に
つ
い
て
）

一
緒
に
勉
強
し
た
り
、
部
活

動
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
す

ご
く
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
う
の
で
、
教
育
委
員
会
共
々

前
向
き
に
考
え
た
い
。

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員

　
五
戸
町
に
は
農
業
用
た
め

池
が
何
か
所
あ
る
の
か
。

　
町
で
把
握
し
て
い
る
農
業

用
た
め
池
は
17
か
所
で
あ

る
。

　
そ
の
た
め
池
の
管
理
は
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

　
た
め
池
の
所
有
者
や
土
地

改
良
区
、
受
益
者
、
集
落
の

方
々
で
周
辺
の
草
刈
り
や
点

検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
池
に
対
す
る
防

災
対
策
は
。

　
人
家
や
公
共
施
設
、
主
要

道
路
等
へ
の
浸
水
被
害
が
想

定
さ
れ
る
た
め
池
に
関
し
て

は
、
国
の
基
準
に
よ
り
、
防

災
重
点
た
め
池
に
指
定
し
、

豪
雨
や
台
風
な
ど
緊
急
時
の

迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ

る
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
た

め
池
マ
ッ
プ
及
び
た
め
池
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
公

表
し
て
い
る
。
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
及
び
大
雨
時

に
は
、
職
員
で
見
回
り
点
検

を
行
い
、
決
壊
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
下
流
域
の
地

区
に
対
し
避
難
情
報
を
発
令

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
農
業
用
た
め
池
の
情
報
を

適
切
に
把
握
し
、
災
害
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
元

年
７
月
に
農
業
用
た
め
池
の

管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法

律
が
、
令
和
２
年
６
月
に
は

防
災
重
点
た
め
池
の
防
災
工

事
推
進
に
向
け
た
特
別
措
置

法
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

所
有
者
、
管
理
者
及
び
利
用

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
決
壊

し
た
場
合
に
人
的
被
害
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
た
め
池

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
国
の

支
援
を
利
用
し
て
改
修
す
る

べ
き
で
は
。

　
令
和
２
年
６
月
に
国
が
作

成
し
た「
た
め
池
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」を
基
に
、
町
内
の
た

め
池
の
現
状
を
把
握
し
、
農

業
水
路
等
の
長
寿
命
化
や
防

災
・
減
災
対
策
事
業
の
要
件

に
該
当
す
れ
ば
整
備
等
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
五
戸
町
の
人
口
は
、
今
年

２
月
１
日
現
在
、
１
万
６
千

９
８
１
人
と
な
り
、
つ
い
に

１
万
６
千
人
台
に
入
っ
た
。

近
隣
市
町
村
も
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態

の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
な
り
に

い
ろ
い
ろ
対
策
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

　
五
戸
町
の
人
口
減
少
対
策

と
考
え
は
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
健
康

で
生
き
生
き
と
毎
日
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
１
年
に
１
度
は
健
康
診

断
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
の
大
き

な
原
因
に
、
若
い
世
代
の
町

外
へ
の
流
出
と
、
子
ど
も
を

産
む
年
代
の
減
少
が
あ
る
。

　
町
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む

た
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実

や
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る

移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
関

係
人
口
の
創
出
と
移
住
促
進

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
五
戸
町
に
隣
接
す
る
十
和

田
市
で
は
、
上
十
三
・
十
和

田
湖
広
域
定
住
自
立
圏
外
か

ら
十
和
田
市
へ
転
入
し
た
方

に
対
し
、
住
宅
取
得
費
用
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
絞
っ
た
施
策
を
考
え
て
い

な
い
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

内
定
取
り
消
し
に
な
る
な
ど

し
て
行
き
先
を
見
失
っ
た

方
、
特
に
五
戸
町
出
身
の
若

者
を
町
に
呼
び
戻
す
た
め

に
、
定
住
奨
励
金
の
支
給
や

起
業
支
援
の
た
め
の
奨
励
金

を
交
付
す
る
事
業
等
を
計
画

し
て
い
る
。
五
戸
町
を
見
つ

め
直
し
て
も
ら
う
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　
他
市
町
村
で
は
、
民
間
業

者
を
利
用
し
て
、
移
住
・
定

住
促
進
の
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
来
年
度
か
ら
新
た
な
住
宅

団
地
造
成
を
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
民
間
業
者
を
利

用
し
な
が
ら
事
業
を
行
う
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ（※

）等
の
導
入
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る

最
中
で
あ
る
。

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

◆切谷内小学校と上市川小学校の統合は
教育長　早急に検討・協議する必要がある

補
足
説
明

●
複
式
学
級

　
小
学
校
で
は
２
個

学
年
の
合
計
が
16
人

以
下（
１
年
生
を
含
む

場
合
は
８
人
以
下
）の

場
合
に
数
学
年
の
児

童
を
１
学
級
に
編
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※

学
級
編
成
の
標
準（
文
部

科
学
省
令
よ
り
抜
粋
）

　
現
在
、
切
谷
内
小
学
校

の
３
年
生
が
６
人
、
４
年

生
が
９
人
、
合
計
15
人
で

あ
る
た
め
複
式
学
級
の
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

用
語
解
説

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ

　
民
間
の
資
金
と
経
営
能

力
・
技
術
力（
ノ
ウ
ハ
ウ
）

を
活
用
し
、
公
共
施
設
等

の
設
計
・
建
設
・
改
修
・

更
新
や
維
持
管
理
・
運
営

を
行
う
公
共
事
業
の
手
法

の
こ
と
。

一般質問一般質問

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

④

質
問 

②

質
問 

②

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

③

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

澤
田
教
育
長 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

大
久
保
副
町
長 

答 
中
村
農
林
課
長 

◆
町
立
中
学
校
３
校
の
統
合
計
画
は

　教
育
長  

財
政
計
画
な
ど
を
勘
案

　
　
　
　

  

し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境

　
　
　
　

  

を
整
え
て
い
く

◆
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
っ
た
人
口
減
少
対
策
を
行
っ
て
は

　町
長

　五
戸
町
出
身
者
の
若
者
を
呼
び
戻
す
事
業
を
進
め
る

◆
農
業
用
た
め
池
の
管
理
と
防
災
対
策
は

　町
長

　現
状
を
把
握
し
対
策
を
講
じ
るため池管理マニュアル
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五戸町議会議員名鑑❸

川　﨑　七　洋 議員
生年月日：昭和55年10月17日（40歳）
担当委員会：総務常任委員会
　　　　 広報常任委員会（委員長）
当選回数：2回

●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
広
報
常
任
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る「
川
﨑
七
洋
」議
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
副
委
員
長
　
豊
田
孝
夫
）

Ｑ
　
理
解
者
が
周
囲
に
い
る

と
い
う
の
は
本
当
に
支

え
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
　
ご
家
族
も
理
解
者
の
１

人
だ
と
思
い
ま
す
が
、

家
族
構
成
を
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

　
実
家
か
ら
少
し
離
れ
た
所

に
自
宅
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

こ
で
妻
と
子
ど
も
２
人
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
上
の
子
は

も
う
じ
き
３
歳
、
下
の
子
は

１
歳
と
数
か
月
で
す
。

Ｑ
　
可
愛
い
さ
か
り
で
す
ね
。

目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い

く
ら
い
な
の
で
は
？

　
そ
う
な
ん
で
す
。
で
も

や
っ
ぱ
り
子
育
て
は
大
変
で

す
ね
。
可
愛
い
だ
け
で
は
到

底
や
っ
て
い
け
な
い
。
世
の

中
の
常
識
が
変
わ
っ
て
、
親

の
働
き
方
も
変
わ
っ
た
中

で
、
子
育
て
を
家
庭
に
任
せ

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
ん

だ
と
、
し
み
じ
み
感
じ
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
子
育

て
世
帯
が
議
員
に
な
る
と
い

う
の
は
考
え
て
い
る
以
上
の

価
値
が
あ
る
の
か
な
と
、
そ

う
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
子
ど
も
は
町
の
未
来
で

す
か
ら
ね
。
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
。
息
抜
き
も
大

　
そ
う
で
す
ね
。
２
年
ほ
ど

前
ま
で
は
八
戸
の
北
イ
ン

タ
ー
工
業
団
地
に
あ
る
㈱
サ

ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
さ
ん
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。
東
京
で

も
Ｉ
Ｔ
の
仕
事
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
く
る
際
も
同
じ
業
種
で
働

き
た
い
と
思
っ
て
就
職
し
ま

し
た
。

Q 

以
前
は
別
の
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
が
？

　
町
内
で
川
崎
商
店
と
い
う

お
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

曾
祖
父
が
立
ち
上
げ
た
会
社

で
、
現
在
は
父
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
一
人
前
に
な
れ

る
よ
う
勉
強
中
で
す
。

Q 

川
﨑
議
員
は
２
期
目
の

議
員
と
な
り
ま
す
が
、

普
段
は
何
の
お
仕
事
を

し
て
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

Q 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
り

な
が
ら
議
員
も
や
る
、

と
い
う
時
期
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

Q 
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

き
た
の
が
、
五
戸
を
何
と
か

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
だ
っ
た
の
で
、

議
員
と
し
て
働
く
道
を
視
野

に
入
れ
た
と
き
に「
よ
し
、

頑
張
っ
て
み
よ
う
」と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
会
社
を
辞
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
社
長
が

「
公
民
権
の
行
使
を
す
る
だ

け
だ
、
辞
め
る
必
要
は
な

い
」と
慰
留
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
お
か
げ
で
最
先
端

の
Ｉ
Ｔ
に
触
れ
な
が
ら
議
員

を
や
れ
る
と
い
う
、
と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境
で
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ご
趣
味
な
ど
あ
り
ま

す
か
？

　
元
職
が
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
関

係
の
機
械
を
触
っ
て
い
る
の

が
好
き
で
す
ね
。
用
途
に
合

わ
せ
て
何
台
か
持
っ
て
い

た
り
、
最
近
は
Ｖ
Ｒ（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
、
仮
想

現
実
）の
機
械
も
入
手
し
た
の

で
、
こ
れ
で
面
白
い
こ
と
が

で
き
な
い
か
計
画
中
で
す
。

Ｑ
　
Ｉ
Ｔ
に
強
い
の
は
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
ご
家

庭
の
外
で
は
ど
う
い
っ

た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

 

　
五
戸
町
商
工
会
青
年
部
で

副
部
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
青
年
部
は
町

の
盛
り
上
げ
役
を
買
っ
て
出

る
組
織
な
の
で
、「
フ
ォ
ト

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

皆
が
受
け
入
れ
て
く
れ
て
開

催
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
」で
す

ね
。
確
か
に
良
い
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
」は

議
会
の
県
外
視
察
研
修
で
富

山
県
に
行
っ
た
と
き
に
、
町

お
こ
し
と
し
て
効
果
が
あ
る

イ
ベ
ン
ト
だ
と
学
ん
で
き
た

も
の
で
す
。
私
が
「
絶
対
に

五
戸
で
や
っ
て
み
せ
る
」と

決
意
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
で
す
が
、
賛
同
者

が
い
な
い
こ
と
に
は
実
現
で

き
な
い
の
で
、
商
工
会
青
年

部
を
は
じ
め
、
ご
理
解
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、
後

援
し
て
く
れ
た
役
場
の
皆
様

方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
大
変
良
い
心
が
け
だ
と

思
い
ま
す
。
議
員
と
し

て
や
り
た
い
こ
と
も
そ

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
町
の
活

気
、
と
り
わ
け
若
者
の
熱
気

を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
五
戸
町
な
ら
ま

だ
何
と
か
な
る
。
若
者
は
ま

だ
い
る
し
、
元
気
が
あ
る
人

も
ま
だ
ま
だ
い
る
。
熱
く
な

れ
る
も
の
だ
っ
て
五
戸
町
に

は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
こ
れ
以

上
減
る
と
回
復
が
不
可
能
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
が

本
当
に
大
事
。
若
い
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
五
戸
町
で

生
き
生
き
と
活
動
し
て
も

ら
っ
て
、
全
力
で
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
、
全
国
に
見
せ
つ

け
て
ほ
し
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は

若
い
人
に
余
裕
が
無
さ
す
ぎ

る
の
が
大
問
題
。
若
い
人
の

生
活
に
時
間
の
余
裕
を
持
た

せ
ら
れ
る
施
策
を
展
開
で
き

る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

保育園へ子どもをお迎えに。
いつも一緒に遊んでから帰ります。

フォトロゲ大会の集合写真。
首都圏で流行のイベントを県南で初開催しました。

議員インタビュー

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 

Ａ 

川
﨑
七
洋 

議
員 



⑮ ごのへ議会だより 第37号 ごのへ議会だより 第37号 ⑭

五戸町議会議員名鑑❸

川　﨑　七　洋 議員
生年月日：昭和55年10月17日（40歳）
担当委員会：総務常任委員会
　　　　 広報常任委員会（委員長）
当選回数：2回

●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
広
報
常
任
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る「
川
﨑
七
洋
」議
員
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：

広
報
常
任
副
委
員
長
　
豊
田
孝
夫
）

Ｑ
　
理
解
者
が
周
囲
に
い
る

と
い
う
の
は
本
当
に
支

え
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
　
ご
家
族
も
理
解
者
の
１

人
だ
と
思
い
ま
す
が
、

家
族
構
成
を
教
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

　
実
家
か
ら
少
し
離
れ
た
所

に
自
宅
が
あ
り
ま
し
て
、
そ

こ
で
妻
と
子
ど
も
２
人
と
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
上
の
子
は

も
う
じ
き
３
歳
、
下
の
子
は

１
歳
と
数
か
月
で
す
。

Ｑ
　
可
愛
い
さ
か
り
で
す
ね
。

目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い

く
ら
い
な
の
で
は
？

　
そ
う
な
ん
で
す
。
で
も

や
っ
ぱ
り
子
育
て
は
大
変
で

す
ね
。
可
愛
い
だ
け
で
は
到

底
や
っ
て
い
け
な
い
。
世
の

中
の
常
識
が
変
わ
っ
て
、
親

の
働
き
方
も
変
わ
っ
た
中

で
、
子
育
て
を
家
庭
に
任
せ

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
ん

だ
と
、
し
み
じ
み
感
じ
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
子
育

て
世
帯
が
議
員
に
な
る
と
い

う
の
は
考
え
て
い
る
以
上
の

価
値
が
あ
る
の
か
な
と
、
そ

う
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
子
ど
も
は
町
の
未
来
で

す
か
ら
ね
。
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
。
息
抜
き
も
大

　
そ
う
で
す
ね
。
２
年
ほ
ど

前
ま
で
は
八
戸
の
北
イ
ン

タ
ー
工
業
団
地
に
あ
る
㈱
サ

ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
さ
ん
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。
東
京
で

も
Ｉ
Ｔ
の
仕
事
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
く
る
際
も
同
じ
業
種
で
働

き
た
い
と
思
っ
て
就
職
し
ま

し
た
。

Q 

以
前
は
別
の
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
が
？

　
町
内
で
川
崎
商
店
と
い
う

お
店
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

曾
祖
父
が
立
ち
上
げ
た
会
社

で
、
現
在
は
父
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
一
人
前
に
な
れ

る
よ
う
勉
強
中
で
す
。

Q 

川
﨑
議
員
は
２
期
目
の

議
員
と
な
り
ま
す
が
、

普
段
は
何
の
お
仕
事
を

し
て
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

Q 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
り

な
が
ら
議
員
も
や
る
、

と
い
う
時
期
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

Q 

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

き
た
の
が
、
五
戸
を
何
と
か

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
だ
っ
た
の
で
、

議
員
と
し
て
働
く
道
を
視
野

に
入
れ
た
と
き
に「
よ
し
、

頑
張
っ
て
み
よ
う
」と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
会
社
を
辞
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
社
長
が

「
公
民
権
の
行
使
を
す
る
だ

け
だ
、
辞
め
る
必
要
は
な

い
」と
慰
留
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
て
、
お
か
げ
で
最
先
端

の
Ｉ
Ｔ
に
触
れ
な
が
ら
議
員

を
や
れ
る
と
い
う
、
と
て
も

恵
ま
れ
た
環
境
で
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
ご
趣
味
な
ど
あ
り
ま

す
か
？

　
元
職
が
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
関

係
の
機
械
を
触
っ
て
い
る
の

が
好
き
で
す
ね
。
用
途
に
合

わ
せ
て
何
台
か
持
っ
て
い

た
り
、
最
近
は
Ｖ
Ｒ（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
、
仮
想

現
実
）の
機
械
も
入
手
し
た
の

で
、
こ
れ
で
面
白
い
こ
と
が

で
き
な
い
か
計
画
中
で
す
。

Ｑ
　
Ｉ
Ｔ
に
強
い
の
は
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
ご
家

庭
の
外
で
は
ど
う
い
っ

た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

 

　
五
戸
町
商
工
会
青
年
部
で

副
部
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
青
年
部
は
町

の
盛
り
上
げ
役
を
買
っ
て
出

る
組
織
な
の
で
、「
フ
ォ
ト

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

皆
が
受
け
入
れ
て
く
れ
て
開

催
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
」で
す

ね
。
確
か
に
良
い
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、「
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
」は

議
会
の
県
外
視
察
研
修
で
富

山
県
に
行
っ
た
と
き
に
、
町

お
こ
し
と
し
て
効
果
が
あ
る

イ
ベ
ン
ト
だ
と
学
ん
で
き
た

も
の
で
す
。
私
が
「
絶
対
に

五
戸
で
や
っ
て
み
せ
る
」と

決
意
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
で
す
が
、
賛
同
者

が
い
な
い
こ
と
に
は
実
現
で

き
な
い
の
で
、
商
工
会
青
年

部
を
は
じ
め
、
ご
理
解
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
、
後

援
し
て
く
れ
た
役
場
の
皆
様

方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
大
変
良
い
心
が
け
だ
と

思
い
ま
す
。
議
員
と
し

て
や
り
た
い
こ
と
も
そ

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
町
の
活

気
、
と
り
わ
け
若
者
の
熱
気

を
取
り
戻
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
五
戸
町
な
ら
ま

だ
何
と
か
な
る
。
若
者
は
ま

だ
い
る
し
、
元
気
が
あ
る
人

も
ま
だ
ま
だ
い
る
。
熱
く
な

れ
る
も
の
だ
っ
て
五
戸
町
に

は
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
こ
れ
以

上
減
る
と
回
復
が
不
可
能
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
が

本
当
に
大
事
。
若
い
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
五
戸
町
で

生
き
生
き
と
活
動
し
て
も

ら
っ
て
、
全
力
で
楽
し
ん
で

い
る
姿
を
、
全
国
に
見
せ
つ

け
て
ほ
し
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は

若
い
人
に
余
裕
が
無
さ
す
ぎ

る
の
が
大
問
題
。
若
い
人
の

生
活
に
時
間
の
余
裕
を
持
た

せ
ら
れ
る
施
策
を
展
開
で
き

る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

保育園へ子どもをお迎えに。
いつも一緒に遊んでから帰ります。

フォトロゲ大会の集合写真。
首都圏で流行のイベントを県南で初開催しました。
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委
員
長
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

副
委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

委
　
　
員
　
和
　
田
　
智
　
也

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
匡
　
智

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
和
　
夫

発
行
責
任
者

議

長
　
三
　
浦
　
專
治
郎

令
和
２
年
10
月
23
日
発
行

　
連
日
の
暑
さ
が
過
ぎ
去

り
、
世
間
で
は
徐
々
に
経
済

活
動
が
再
開
し
、
各
地
で
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。

　
春
の
緊
急
事
態
宣
言
後
、

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
人
と
人
と

の
繋
が
り
や
、
ネ
ッ
ト
注
文

に
よ
る
消
費
行
動
が
増
え
て

い
る
一
方
で
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
多
く
の
課
題
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
る
経
済
調
査
で

は
、
日
本
の
経
済
活
動
が
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
る
の
は
、

２
０
２
２
年
以
降
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
が

出
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議

会
で
も
積
極
的
に
新
し
い
様

式
・
提
案
を
取
り
入
れ
、
町

経
済
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

委
員
　
和
田
　
智
也

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか 次
回
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
３
年
１
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

12月定例会は12月上旬開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

議員活動報告

　令和２年８月27日、青森市（青森県労働福祉会館）において、マスクの着用などの新型コロナ

ウイルス感染拡大防止対策がとられた上で、新人議員研修会が開催された。五戸町議会議員か

らは、令和元年６月の補欠選挙で初当選した柏田匡智議員と、令和２年２月の一般選挙で初当

選した和田智也議員の２人が参加した。

講演　「議員として活躍するために」

 研修会は全２部構成で行われ、第１部は

「効果的な一般質問」と題し、一般質問の

準備、当日の進行及び会議終了後のアフ

ターケアについての説明を受けた。

　第 ２ 部 は「議 会 制 度 と 政 務 活 動」と

題し、議会の目的や議員としての発言の

ルール、議員の諸活動についての説明が

あった。

講　師　新潟県立大学国際地域学部

国際地域学科准教授

田　口　一　博　　氏

新 人 議 員 研 修 会


